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審議会等の会議結果報告 

１．会議名 第４回安濃地区地域審議会 

２．開催日時 平成２６年１２月１９日（金） 

午後１時３０分から午後３時３０分 

３．開催場所 津市安濃総合支所２階 第１・２会議室 

４．出席した者の氏名 （安濃地区地域審議会委員） 

石見隆浩 倉田則文 小菅浩義 小林和彦 篠原百利 村主正博 

中川昭男 中山孝子 平井秀次 藤川やす子 前田茂 松田勝子 

（事務局） 

安濃総合支所長 上村喜美  

副総合支所長兼地域振興課長 後藤章  

地域支援員 野田重實  

地域振興課調整・担当主幹 佐野敬司  

地域振興課主査 今井道子 

５ 内容 １ 審議事項 

（１）これからのまちづくりについて 

（２）その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴人の数 ０人 

８ 担当 津市安濃総合支所地域振興課 

電話番号 ０５９－２６８－５５１１ 

Ｅ-mail  268-5511@city.tsu.lg.jp 

 

� 議事の内容  下記のとおり 

地域振興課長 

 

 

石見会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。それでは時間でございますので、平成２６年度第

４回安濃地区地域審議会を開会させていただきます。それでは、開会にあ

たりまして、会長から一言ごあいさつの方、よろしくお願いいたします。 

皆さん、こんにちは。連日、寒い日が続いてます。ちょっと緩んだんで

すかね。それから、よそでは、雪の被害がちょいちょい出とるようですし、

風の被害も出とるようですけども、ありがたいことに伊勢の地というのは、

内宮さん、外宮さんのお膝元でかしらんけども、大きな、伊勢湾台風なん

かは別ですけども、そんなんで穏やかな地であるということでありがたい

ことだと思います。年の瀬も押し迫ってまいりました。平成１８年の１月

１日から新市になって、ちょうどこの１２月３１日で丸々９年経つと思い

ます。来年の１日から、１０年目に入るわけですけども、今日のちょうど

話題にもありますけども、今まで私たちが安濃町として、色んなこと、生
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地域振興課長 

 

総合支所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域振興課長 

 

 

 

 

 

石見議長 

 

活してきたわけですけども、町村合併によってよりよい生活ができるよう

に、よりよい町になるようにというような形で町村合併したわけですので、

そういうふうなことを頭に置きながら、これからのまちづくりというふう

なことについても、ご意見をいただきたいというふうなことになります。

あと、１年経てば丸々１０年一昔になるわけですので、ただこの１０年間

の間に、自分たちの生活自体も色々変わってきました。周りの色んな生活

が、そういうようなことなんか考えて、会議が、色んな皆さんのご意見が

いただけますように、どうぞよろしくご審議いただきますようにお願いい

たします。 

どうもありがとうございました。続きまして、安濃総合支所長の上村か

らご挨拶申し上げます。 

失礼をいたします。年末の慌しい中、先日は衆議院選も終わりまして、

一気に年の瀬を迎えるということになります。委員の皆様方には、公私何

かとお忙しい中、当審議会にご出席をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。平素は、安濃地域のまちづくりに格別のご理解とご協力を賜っ

ておりますこと、厚くお礼を申し上げます。 

今年度は、４月に審議会委員さんとして委嘱をされましてから、新市ま

ちづくり計画及び財政計画の変更につきまして、色々とご審議をいただき

ました。この点についてでございますが、昨日の市議会で承認をいただき

まして、５年延長され、計画期間を平成３２年度まで延長し、同計画に位

置付けをいたしております財政計画の承認をいただいておりますので、ご

報告をさせていただきます。 

さて、本日は事項にもございますように、安濃地域のこれからのまちづ

くりということで、委員の皆様方から、ご意見、ご提言を賜りまして、市

長に安濃地域の思いを意見書にまとめまして、提出したいというふうに考

えております。何卒よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げまして、

簡単ではございますが、私の挨拶とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

ありがとうございました。本日は、長坂委員、中村委員から欠席の連絡

をいただいておりますので、ご報告させていただきます。本日の出席委員

は１２名で過半数を超えておりますので、協議第９条第４項の規定により

まして、会議が成立しておりますことをご報告いたします。それでは、規

定によりまして、会長が議長を務めていただきますので、会議の進行をよ

ろしくお願いしたいと思います。 

では、規定によりまして、議長を務めさせていただきます。会議の円滑

な進行につきまして、各委員さん方から色々なご意見をいただき、ご協力
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地域振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をお願いしたいと思います。まず、会議録の署名委員を指名させていただ

きますが、津市地域審議会運営規則第５条第２項の規定によりまして、議

長において会議録の署名の方の指名をさせていただくことになっておりま

す。今年度は委員さんの席順でお願いしておりますが、本日は中山孝子委

員さんと、平井秀次委員さんにお願いしたいと思いますので。 

それでは、審議事項に入ります。まず、事項書にありますこれからのま

ちづくりについて、４項目にわたって提案があるわけですけども、本日の

会議は、ここで色んなものを決めてしまおとかいうことではなくて、ご意

見をいただいたのを、これを市の方へ色んな形で提言していくと、安濃町

の要望として提言していくというふうな形になろうかと思いますので、そ

んなつもりでご審議いただきますようにお願いいたします。それでは、こ

れからのまちづくりについて事務局から説明をいただきます。 

それでは括弧１、これからのまちづくりについて、皆様からのご意見を

いただく参考といたしまして、去る１１月２１日に行われました安濃支部

自治会連合会と、市長との懇談会につきましてご説明させていただきます。

お配りいたしましたＡ４の安濃地区懇談会意見書及び要望書をご覧いただ

きたいと思います。要望書はみんなで６項目ありまして、１項目ずつご説

明をさせていただきます。まず１番目の県への要望、これは道路の整備と

河川の整備でございますけれども、安濃町から津市街へ通じる県道穴倉南

神山津線の三泗交差点から小舟の間の道路については、狭小で通行量も多

く非常に危険であり、また県道亀山安濃線、これは安濃から高野尾間でご

ざいますけれども、沿線に安濃工業団地と安濃内多工業団地が立地してお

り、大型車の通行が非常に多く、現況幅員が狭小であることから安全確保

のためにも両路線の道路拡幅整備を早急に希望するというものでございま

した。安濃川の曽根橋から明合橋の区間には土砂等の堆積が進み、また河

川の堤外地には立木等が生え、川の流れを阻害している箇所が多々見受け

られ、大災害を招く恐れがあることから、早急に土砂及び立木等の除去、

伐採をお願いしたいというものでございました。なお、平成２４年の台風

時に川西地内の安濃川右岸の堤防が決壊したことを踏まえ、早急に近隣堤

防の危険個所の確認と決壊しない対策をお願いしたいというものでござい

ました。二級河川大谷川につきましては、砂防堤の土砂の排土、上流部の

保護保全が必要であること、準用河川大谷川の安部から中川にかけてと広

く上流の堤防、砂防堤及び準用河川生水河川につきましても、危険な河川

の点検と早急な河床の整備をお願いしたいというものでございました。２

番目の獣害対策についてでございますけれども、町内の中山間地、特に県

道亀山白山線及びグリーンロード近辺においては、猿や鹿等の移動が多く
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石見議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目撃されており、獣害対策の柵等の設置は行っているものの、防護柵や追

い払い等には限界があることから、獣害対策に対する更なる対策、支援の

要望と、住居地域等に隣接した保護区設定の解除の要望でございました。

３点目の防災行政無線等の設備の整備についてでございますけれども、現

在の防災行政無線は非常に聞きづらく、特に災害を危惧する場合には放送

環境が悪い状態になることから、防災行政無線の強化及び確実な情報伝達

の方法の検討をお願いしたいというものでございました。４番目の小中一

貫教育のあり方についてでございますけれども、津市内でも小中一貫教育

が一部導入されており、平成２９年度には津市全体での運用と聞いており

ます。東観中学校を中心に小学校の集約をするのか、現行小学校での状況

での一貫教育になるのか、またその取組みにより生徒児童の学力、地域と

の関わりなど、多くの影響があると思われることから、安濃町内の学校の

あり方としての方向性を明確に示してほしいというものでございました。

５番目の農業施設整備費の配分増についてでございますけれども、安濃地

域は早くから農業基盤の整備が行われており、用排水路施設等は老朽化を

している状況により、特に中山間地においては勾配が急なことから用排水

路、畦畔等の斜面の崩壊が多く、少しの対策工事でも多額の費用を要する

ことから市単土地改良事業補助金の増額と上限緩和と、用排水路の工事等

については受益者負担が２割となっており、地元には負担が大きいことか

ら負担率の軽減をお願いしたいというものでございました。６番目の公の

事業に対する個人情報の提供緩和について、自治会が行う多面的機能支払

交付金事業において、申請書を作成するにあたり、各個人が所有する農地

の所在、地番、地積及び地目を取りまとめ、その区域を確定することが必

要となることから、農家台帳による情報の提供を要望するというものであ

りました。以上が懇談会での要望、意見でございました。 

今、事務局の方から、特に先だって自治会長さん方とお話し合いをいた

だいて、いくつかの問題点を、また課題を、安濃町の課題をあげていただ

ました。これは今までにここの会合でも色々お話し合いをいただき、要望

も出てきとったのと非常に重なっておりますが、６つの点について出され

てきております。今ここで、皆さんの方からご意見いただくに、特にこれ

については非常に大事な問題やさかいに是非取り上げて、市の方に強く申

し出てくださいというようなことがございましたら、是非おっしゃってい

ただくように、ご意見いただければと思います。それはここの意見として

今度は出していただくというふうな形になろうかと思います。この４つの

項目のうち、３番目の観光についてというのは、この中にも入ってなかっ

たですけども、これは。 
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地域振興課長 

 

 

 

 

石見議長 

 

この４つの項目なんですけれども、今までの審議会の中で出していただ

いた意見の例として、これはあげさせていただいたもので、これに限った

ことではございませんのでよろしくお願いします。 

他のところはみな、ここにも出て、自治会長さんの方からもご意見が出

てきてますので、さらにこれについて、皆さん強いご意見があるところは

是非出していただきたい。昨年まで及び前回の時にもこういうような意見

はたくさんいただいておりますので、是非これに補強していただくように

お願いしたいと思います。はい、どうぞ。 

すべてうまく記載されていると思いますけれども、農村地域で非常に問

題になっている項目がすべて書かれていると思ってますけど、まあやっぱ

り１番のですね、安濃地区っていうのは、今年の水害を見てみると、やっ

ぱり安濃の穴倉川っていうのは結構早い目に非常事態っていうか、出てた

もんで、その辺をやっぱり重点的に、今後もこういう事態が、不慮の事態

が結構多くなると思われるんでですね、早急にやっぱりそういうところの

安濃川ていう改善を是非ともやっていって、そこがやっぱり生活を守るっ

ていうことが一番だと思うんで、このあたりを重点的に推してただきたい

なっていうのはあります。あとまあ、獣害対策とか本当にあの農業整備に

関しては安濃地区だけでなく、この近辺ずっとあるんで、それぞれ皆さん

推されているところはくると思うんで、安濃としてはやはりこの辺の安濃

川っていうのが一番災害の被害が大きなところなんで、推されたらどうか

なというふうに思っていますけど。以上です。 

ありがとうございます。確かにこう、特に災害に関して、特に安濃町は

大きな川として穴倉川、それから安濃川、美濃屋川と大きな３つの河川が

流れておって、その河川によってこの安濃平野というか安濃の農作物の裕

福な地域が出来てきたわけですので、そんなふうなことで、恵みとして受

けておる部分もある半面、時によると荒れてくれると災害になるというよ

うなことで、今ご意見いただいたと思います。そういうふうなことも含め

て事務局の方から何かご意見、今までの経過やそんなことを見ながらお話

いただくことはありますか。河川の方やとか。 

はい、穴倉川と安濃川なんですけれども、去年ですね、土砂排除の方を

行いまして、この前の台風でもまあ、穴倉川の洪水は何とか防げたのかな

というふうに思っております。また今年度においても安濃川の多くの浚せ

つの方を県の方がやっていただくという予定になっておりますので、ご報

告をさせていただきます。 

確かにこう河川の、特に穴倉川は私ら一番関係ある、私自身は関係ある

わけですけども、河川の中に洲が出来て、その洲にようけ竹や木が生えて
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石見議長 

 

 

村主委員 

 

 

 

っていうふうな、川底が上がっておったのをだいぶこうあれしてしもたん

で、先だってのあれの時も、今徳団地も大きな、特に大きな被害はなかっ

たようでございますけども。他に皆さん、そういうふうなことに関わって。 

準用河川の大谷川やら２個ありますわな。あと北浦川と言って安濃川と

並行に田端のほうから南北に走っとる、村主の方までね、あれも葦が生え

て河床が上がってきとるんですわ。一回横の人に筧のところで立ち会って

もうて、話もしとったんやけども。せやで準用河川でついでに入れれるん

ならこの中に入れてもうた方がええなと思て。北浦川も。て言うのはね、

大体こんなん、ほ場整備しても何しても、後の維持管理がね、なかなか、

まあ国から県から町からみなそうやけど、維持管理をなかなかやっていか

れない、その金がどこでも不足しとる、県なんかでもそうやと思う。時々

こう、調査して、悪いところを見つけてやってけば、今のこんな穴倉川や

安濃川でも災害が起こることはなかったと、そんなに。まあ予算の都合も

あるんでしょうけど、まあ日本全体がそうやと思う。まあ、壊れたところ

を直したらええやろと、それが一番有効的なんやね、お金使うのが。壊れ

たとことか堆積してどうのこうのなったとこっていうのは、自然が見つけ

てくれるもんで。せやけど、まあ大体みんなが地元の意見を聞くと、よう

似たところを言われるもんで、こういう目でみんな地元は見とるもんで、

そこら辺をちょくちょくやっぱり行政にあげていって、ちょっとでも改善

してってもらうと、今ここで言うて、これだけようせい、こうせいと言う

ても後の維持管理が悪いとまた元のもくあみでなってくと思うね。何か造

ったら、丁寧に管理をして、維持もしてくと。このことに心がけんことに

は、元の形に戻ってしまうんやないかと。まあこの中にあげてもらうんな

ら、北浦川もついでに入れてもらうとよろしいかなあというぐらいのこと

ですわ。確かに、ここの三泗から分部の方にかけてのくねくねのあの道、

あれは去年あたりも越流したんかな、堰のあたりで。あそこは早急に良う

せなあかんなあと思うね。対向も出来へんしね。いつからああなっとんの

か知らんけども、もっとはよどうかする手段はなかったんかな。私らが産

まれてからあんな道やったもん。５０年も６０年もあんな感じやったもん。 

二川っていうて２つが寄ってきたところのあの三泗のところの上の、あ

そこでも逆に水位が上がってしもて、穴倉川の方へ逆流してきとるみたい

ですな、あれ。 

ああ、それはあるね。そしておまけに狭い道路の上を乗り越えて低内地、

田んぼの方へ水がね、今でもごみが引っかかっとらへんかな、あの辺。あ

の田も持ち主の何も意見出とらんかな、あれは、要望が。農地の関係で何

とかせいと。越流するようになっとりゃ、また話は別やけども、河川の計
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地域振興課長 

画でね。 

はいどうぞ。 

去年ですね、明合地区の自治会長ということで、ここにみえる篠原さん

らとともにですね、県の方へ河川の整備と、特に川底の砂取りということ

でお願いにあがりました。そしてそのときの話に比べて一向に上へ進んで

こないということでですね、聞いたらもうお金がないからとかそういう話

で、そういう状態なんですけど、この２６年度までにはここまでとか、そ

ういう決めごとというか計画はないんですかね。 

わかっておる範囲内で事務局の方で。わかっておらんだら何ともしょう

がないけども。 

ちょっとそれに関して。 

はいどうぞ。 

こういうふうで結構、今回も自治会長さんなんかも市長さんとも懇談さ

れとるんですが、こうやって要望を出しておるんですが、全く返事が、ほ

とんど、この回答がですね、出ていない、はい検討させていただきます、

いうだけの段階で終わっとるわけですね。そうすると、あと安濃の河川に

ついても自治会がやってみたり、まあ、こういうところでやってみたり、

何やかして、要望を出した、それぞれが出しとるんですが、まあ結局要望

を出しただけで、返事が全然返ってきてない。もう少しこういうような関

係を出したときにはですね、やはり回答をちゃんといただくと、それでそ

の攻め方も、別々でぽんぽん、ぽんぽんやっとるだけで、このあれですの

で、もしこの、この穴倉川を安濃川、ねえ、大谷川、北浦川ですか、まあ

ここら辺に関しても、安濃町全体でそういうふうで出して、やはりその回

答をいただくと。で、今、倉田さんがおっしゃられたように、要はある程

度回答を引き出す、これをやっぱりやっていただきたいんですよ。ですか

ら、県の方の安濃川のもこういうような状態ですと、ですから一応次年度

次年度こういうふうで計画があるとか、それを今までずっとやっとるのは

出しとるんですが、回答が来てない。それがたまたま災害が起きたときだ

け、びゅっとやってもろとるだけ。やっぱりそのことに関しても、私たち

だけやなしに、各町民さんにも、全員がそういうふうで懸念しておられる

と。せやでそういう形はやっぱりあの支所の方で、やはりそういう形であ

る程度まとめていただいて、上流はいつごろまでにできるんやとか、そう

いうような形の返事をもらえるようなものにしてかんと、毎回こうやって

やっとってもあまり意味ないと思うんですよ。そこら辺ひとつよろしくお

願いしたいと思うんですが、どうでしょうか。 

今おっしゃってもらった河川の方なんですけれども、やっぱり県の管理
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の河川ということで、市としては県に要望していくしかないんですが、こ

の前の自治会との話の中では、出来るだけ強く県の方へ要望していくとい

うことを回答をもらっておりますのと、それから、二級河川の北大谷川と

準用河川の大谷川生水川の砂防堤、砂防堤ということで、これも県の管理

になるんですけれども、県との協力体制をとって対応していきたいという

のと、あと、もう一つ、準用河川の大谷川の安部から中川にかけてですけ

れども、これは今回の冬場にかけて渇水時期になるんですけれども、市の

方で土砂の撤去をしていきたいということは考えております。 

ですから、もう少しそういうような回答をね、やっぱり安濃だよりとか

ああいうのにもありますわな、そういうのにも出していただかんことには、

私らひょこっとあれしとるだけで、町民の皆さんは、何やほったらかしや

ないかという感覚であると思うんです。で、今言われた、課長が言われた

要望は出しておられるんやけど、要望を出した以上は回答ももらわないか

ん、お返事をね。要望出しっぱなしで、一つも要望が、取り入れられてな

いわけでしょ、ずっと、安濃川の改修にあたっては。まあ、たまたま災害

が起きたでひょこっとしただけで、ねえ、せやでやっぱりもう少し支所の

方としてはですな、やはりそこら辺までちょっと回答をいただけるような

ね、で、またそれを、回答をですね、ある程度町の方のそういう関係のと

ころへも載せていただいて、みなさんにしていくと、それで、そういうこ

とで答えが出てきたもんに対して、町民さんがですね、いかんやないかと

いうことになるとまた、結束してもっと力を入れてやるというような形に

なっていくと思いますよね。でないと、毎回こうやって会議しておるんで

すな、ほとんど進んでいってないという現状やと思うんですよ。そこら辺

はどんなもんでしょうか。上村支所長さんどうですか、その今の見解につ

いては。 

あの、今の篠原委員さんがおっしゃったことについてはですね、今日の

これからのまちづくりについてというところから、ちょっと外れているよ

うな気もするんですけれども、確かにおっしゃいますようにですね、まあ

それぞれの団体から市に対し、県に対し、要望はたくさんしていただいて

おります。まあしかしあの、すべてですね、回答ができるものでもござい

ません。目に見えた形でですね、回答が出来る、例えば河川の浚せつであ

ればですね、要望をせんど毎年しとるでやっととってもらったなというふ

うにご理解をいただくとかですね、道路も改良はやっと出来たんで、長い

間要望しとったんでやっと出来たんやなというふうなことで思っていただ

くというのが、一番私とことしてはありがたいなというふうに、そんな気

がいたします。まあ、確かにあのはっきりした形でですね、ご回答ができ
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るのであればですね、当然それは市としても、また支所としてもせなあか

んというふうに考えておりますので今後ともよろしくお願いをいたしま

す。 

おっしゃっていただいたように、こちらの要望が実現の方向へ進んどる

かどうかっていうのが、一つの不安になっているので、最終的にそのよう

なことで実現していけば、ありがたいことなんですけど、そういうような

意味からも、ここでも、地域審議会でも、これを市の方へ色んな形で要望

としてあげていくと、区長会の方もあげていくと、そういうふうないくつ

かの方法からあがってくっていうふうなことも、非常に大事なことやと思

うんです。それはその、安濃町の考え方やと地域の考え方やというふうな

ことを理解してもらう、津市の方にも、河川や道路によっては、県ってい

うのもあるかもわかりませんので、そういうふうなことなんかも含めて、

我々のここで出た意見がそういう方向へ聞こえていくようにというような

ことをお願いしたいと思いますので。 

聞こえていっとるとは思うんですよ。全部要望出しとるわけです。せや

で、その要望の回答が一つも返ってきてないと思うんですよ。これはやっ

ぱり改めてもらわんと。こういう審議会や何か進めとっても、何の意味も

全くないわけですよ、実際には。ある程度、上村さん、今おっしゃられた

ここの形にはずれとると言われとるけども、この議題に入っとるわけです

よ。安濃河川とかそういうことに関してはね。ですから地域審議会も話を

しとんのに、やっぱり、これからもっと本当にようしていこうと思たら、

要望出しとるだけやなしに、ある程度、県からもこうでこうですというよ

うな形をやっぱり、ある程度の返事をいただいてね、やっぱり進めていか

んと、要望出しっぱなしだけになると思うんです。そこら辺一つお願いで

きたらということです。 

その要望がペケの場合もあったりもしますので、そのペケの場合でもそ

れはちゃんと要望として、そうやってして返答、 

それはいたしかたないですわな。せやで事情があると思うんですよ。事

情があったら事情もおっしゃっていただいて、そしたらみんな納得できま

すわな。 

納得できるようなな。 

そうそう。それが意見ばっかり出しとる、何にもしてくれへんやないか

と、町民さんは皆さんそういうふうに思っておられるわけですわな。せや

で、やっぱりある程度、私は県の方にも要望したんですが、やっぱりある

程度の回答だけはほしいと、その時点、その時点でね。せやで、そういう

形に進めていかんと、いかんのやないかなという感じ。 
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はい、どうぞ。 

さっき言うたようにですね、前回お願いに行った時に、これからの毎年

進捗状態を各自治会長さんには報告するということで、その第１回目の時

には、明合地区で８人分自治会長さんにですね、色々な経過の載った書類

を預かってきて配布したんですけど、それから１年経って今年ですね、ま

だ何にもないということで、そういうとこをもうちょっときちっとですね、

約束したことは守っていただくように、お願いしていただきたいなとそう

思うんですけど。 

それは、県が回答。 

そうです。あれねえ、あの時はねえ、市長さんはちょっと都合悪くて行

かれなくて、明合と安濃と村主の自治会長と、芸濃町の方の自治会長、要

するに僕ら、安濃川の河川でお願いにあがったんで、そこの周辺の自治会

長さんみんな、一緒に陳情に行ったんですけど、それから右岸か何かのえ

らいさんも出て来たな。 

建設部長とかさ、そこら辺だけやろ。 

ほんで、あれ、書類預かってきて、ここまで何立米、いつまでにとる、

いくらかかるとか。 

せやけど、実際の箇所も１億８千万の予算やりまして、やりますて言う

たけども、途中で予算がなくなってもう終わりましたわな。返事とかきち

っとした回答がもらわん状態で何やか進められとるで、やっぱりぜひとも

今言われた経過報告とか、やっぱり出してもらうようにお願いをしといて

いただきたいと。 

確か青写真ももろたはずですわ。いつまでにここまでするとか。 

いずれにしても、ここの審議会の方が、色んな形で地域の色んなところ

のグループ、職場とかいうふうなところの意見を出してきて、それを市の

方へあげていくと、それの本当は回答がほしいわけですけども、どこまで

回答をくれるかわからんけども、こんなふうなこと出しましたっていう回

答でもよろしいから、そういうふうな形で皆さんに報告をいただければ、

ありがたいと思いますので。ここの出した意見を色んな形で、市の全体の

審議会もありますので、そこへあげてくわけですけども、そういうような

形で出しましたっていうことも、また皆さんに報告するチャンスがあれば

というなこと思いますので。 

ただ、今もう荒木橋の東の状態なんか見とると、もういつはっきり言っ

て道路が決壊するかわからんっていうような感じですわね。川底がないと

いうに等しい。端回しの住民自体が、もう不安になってくるんですよね。

せやでいつごろになったら取ってもらえるんかなあ、ああいう話があった
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のになかなか進んでこんわというのがはっきり言うて今の心境です。 

ですから、申し上げたいのは、この１番の要望ですね、これは地域審議

会も、非常に小菅さんおっしゃられた一番要望しとる事項なんですね。で

すから、地域審議会としても１番を一つよろしくお願いしたいと、その時

に一つだけ付け加えていただきたいのが、ある程度の回答をほしいと、そ

ういうことだけはちょっと付け加えていただきたいです。 

県への要望の件でございます。大事なことやと思うんですけども、どう

も書かれておらんようですので、二級河川穴倉川と準用河川大谷川の合流

点付近の二級河川穴倉川の右岸側の堆積土砂の件です。村主さん言われま

したように、維持管理ができておればいいんでしょうけども、なかなかそ

うはいきませんので、穴倉川の方がずいぶん堆積しておりまして、川の流

れる断面がずいぶん小さくなってます。そんな関係で、穴倉川に直角に流

れこむ大谷川、ここの川の水位が上がったことによって、あの合流点付近

で大谷川の災害が発生したようにも考えられます。私どうもそれが大きな

原因やと思ってます。それで二級河川穴倉川、ちょうどそのカーブのとこ

ろ３００メートルぐらいの区間だと思うんですけれども、半分ぐらいにな

っとる川の断面、これを何とか土砂を除去せんことには、準用河川大谷川

の方にも、ものすごく影響が出ますし、大変なことになると思いますので、

二級河川穴倉川の部分的な浚渫なんですけども、それも合わせて県への要

望について、付け加えていただきたいと、こんなふうに思いますので、よ

ろしくお願いします。 

今、説明させていただきました自治会連合会と市長との懇談会ですけれ

ども、その中で、こういう話が出たということでありまして、今日の審議

会の中でこれをもとにして、お話をしていただく参考としてお出しをした

もので、これからのまちづくりについてということで、お願いしたいなと

思います。ここの審議会としても、 

今、平井さんが出されたのは、河川の問題として、特に穴倉川と北大谷

川のちょうど接点のところの、かつてあそこの土砂を取ってえらいあれし

たけど、すぐじっきにつまってったけども、１０年ぐらい前にあそこ取っ

てもうたことあるけどな。それは安濃町の時代ですので、動きやすかった

ことは動きやすかったかわからんですけども。津市になるとなかなか動き

にくいのかもわからんけども。確かにそうすると、大谷川の方がうまい具

合に流れこまないというふうなことがあるんかということやな。 

別件でよろしい？防災に関してなんですけれども、ここにも防災の無線

の放送の件が書いてもらってありますが、あれをですね、台風がもう直接

ここへ来てる状態の中で、避難をしてくださいと言われたって聞こえない
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んですね、あれね。だから、その辺の放送を入れるタイミングとかですね、

そういうものについては、しっかり考えていただきたいなあというふうに

思うんです。もう一点、避難所を開設した時ですね、自主避難の場合でも

各区に避難所がありますから、自主避難をした場合でも、役場に届けれた

ら、届出をすれば、それ相当の対応をしていただきたいなあと思うんです

が、その辺が、私とこ一時、３年ほど前に３軒ほど自主避難したんです。

私とこの公民館へ、地区の公民館へ出てきてもらったんですが、ここ役場

へ連絡しても、村主の方はひどかったせいか、何にも対応も音沙汰も何に

もなくてということがありましたんで、やっぱりその辺は自主避難される

方は、心配をしながら避難されてると思いますので、その辺の対応につい

てもよろしくお願いしたいなあと思います。 

はい、どうぞ。 

確かに防災行政無線の放送のタイミングですけれども、何かを基準にタ

イミングとして出すわけなんですけども、今も河川の話が出てますけれど、

河川の水位が上昇しましたので、非難してくださいよ、非難指示をします、

避難勧告を出しますというふうな形で、その基準で放送はさせていただく

んですけれども、それが例えば一番ひどく降っている時とか、夜中とか、

もう避難したくても危ないのでできやんというふうな状態の時でも、この

放送は入るわけなんですわ。そのタイミングをなかなか出すのは、難しい

なというふうに感じておりますし、できれば事前にですね、今は気象庁が

発表するのも事前に発表するわけですから、その発表されたことをもとに

ですね、事前にももう少し避難準備をしていただくというふうな形で、今

後はお願いをしていきたいなというふうに思っております。それから、自

主避難でございますけれども、これは、当然市が指定をいたしております

一次避難所、それから二次避難所とございますけれども、一次避難所の各

小学校とか、各地区の公民館につきましては、自主避難であろうが、何で

あろう、もう避難をされたらですね、即、電話をしていただければ、対応

させていただきますので、よろしくお願いをいたします。各自治会の公民

館の避難につきましてはですね、即対応は難しいかもわかりませんけれど

も、それまでには、当然、一次避難所を開設しておりますので、そこへの

対応をしていただくかですね、どうしても地区公民館まで来れない場合は、

どこどこの公民館におるんでお願いしますわということで、一報をいただ

ければですね、対応させていただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

各自治会の公民館等に避難される場合なんですけれども、市の方の補助

金がありまして、例えば毛布とか色んな防災の用具をそろえていただくと
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いう制度もありますので、こちらの方ご活用いただきたいと思います。 

それは防災用具て布団や毛布でも買えるの？ 

毛布も買えます。 

毛布だけ？布団、まくら。 

一般的に使われるのは、毛布ですんで、まあ毛布。 

まあ、最初に使わんわな。長期に及んだ時に。毛布だけ？ 

毛布ですね。 

全市、非難勧告が出た時には、昔のこの安濃町内でも、全部収容できる

容量はあるんです？全市民を。 

みんなで１２か所、避難場所がありますので。 

その人数が、安濃町が、まあ１万人ぐらいおりますわな。それが、収容

する避難所、みんなが本当に避難した時に、避難指示が出たら避難せなあ

かんでね、勧告はもうほっといてもええやろけど、指示やったらみんなも

う家留守にしとらなあかん、みんな避難所行かなあかん。 

避難をして第２段階でいくと、一人当たり。 

名古屋なんかでも全部避難勧告とかさ、指示がまあ出とらへんでええん

やけども、本当に指示になった時にはそんなもん避難できへんと思っとる。

そうやって言うだけで、せやで避難せえて言うても、行かん人がおるなて

いうのをカウントしとると。本当に危ない人は避難するでね。そんなん、

目に見えてこんなん危なないわて、常識でわかるとこあるでね。 

実は今年の８月にですね、台風１１号なんですけれども、三重県全体に

ですね、大雨特別警報というのが発令をされました。その時には、すべて

の避難所を開設しなさいという指示が来まして、全然みえなかった住民の

方もみえるんですけれども、一応すべて開設をさせていただきました。ど

れだけの方が避難してくるかていうのはちょっとわかりませんけれども、

今おっしゃいますように、１万人全てが避難できるかどうかっていうのは、

ちょっと難しいかもわかりませんね。 

避難してそこで本当に、身を守れるのかっていうのがあるしね。 

それは、そうですね。 

避難所で。避難所でも危ない事例はいくらでもある。ニュース見とると

あるで。それとあのサイレンは本当に聞こえない。全くだめ。 

サイレンが？ 

サイレンっていうか、放送が。 

放送が？ 

やっぱり台風やなんか来るとね、普段の時やったらいいんやけど、台風

なんか来て、雨降る風吹く雨戸も閉める、そして風の影響で音声が流され
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村主委員 
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平井委員 

 

 

 

 

 

る、全く何を言うとるかわからない。津市内でもかけてますわ。あれ、平

常時でもわからないです。夏はやっぱり締め切ってエアコンかけとったり

なんかすると、全くわからない、部屋の中におると。あれは、どうしたも

んかな。 

おっしゃるように、平常時には比較的あの放送も聞けるのもあるんです

けども。 

いや平常時も聞きにくい。 

風は吹くわ、雨は降るわ、まして戸締りはがっちりしとるわ。 

冬寒い時に窓閉めて暖房かけとる、夏暑い時に窓締め切ってエアコンか

けとるっていうとね、全く聞こえない。何か言うとるなあって言うてね、

表へ出て聞かな、表へ出て聞いてもね、うわーん、うわーんって言うてね、

流されてね、一連の一文が全部聞けない。 

全体へ流すっていうのは、難しいかもわからんな、せやけども。 

せやで、テレビの避難勧告、避難指示、あれを見ながら動くのが実情で

すね。災害時に台風来てる時に、あの放送で動くっていうことは、とても

無理だと思います。 

県や国がね、みんな情報出しとるもんで、川のそばやと。そういうのに

従って、個人的にあれは動かな仕方ない。みんなに通りいっぺんと違って、

みんな避難ささなあかんて、そんなことはないと思うんや。 

ここにも書いてございますように、先日の自治会連合会の役員さんから

もですね、そういうふうに聞き取りにくいというお話をいただいておるん

ですけど、防災行政無線の３年間の計画で、相当の費用をかけてですね、

設置したわけでございますけども、そういうふうな声が、意見があるとい

うことでですね、防災の方考えておりますのは、ちらっとそれはいつ何年

先になるかはわかりませんけれども、個別の受信機ですね、これを各戸に

設置すればですね、それはその部屋だけかもわかりませんけれども、少し

伝達がうまくいくのではないかというふうなことも考えられます。これか

らのまちづくりの中でですね、そういうふうな要望も、というか個別受信

機の設置に向けてですね、要望していただいたらどうかなというふうに思

っております。 

ちょっと、それに関連してよろしい？防災行政無線、これも確かに大事

やと思うんですけども、これは誰でも聞きにくい。おそらくそんなには役

に立たんような気がします。それで、今回でも、エリアメールがかなり重

宝しましたのでね、個別に受信機を各戸にという話も今ありましたけれど

も、もう少しエリアメールを有効というか、使えるようにピーアールする

とか、そんな方法やないと難しいのと違いますやろか。個別に１個、１個
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松田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受信機つけて、あれ一志の方だとそんなんやってるのかな。 

そうですね。 

せやけどもまあ、それもそれはそれで大事で、金もかかることやし、な

かなかすぐできやんようにも思うんですけども、携帯電話やとかなりの人

が持ってみえますので、エリアメールでもどんどん情報出すようなそんな

感じの方が、確実に伝達はできると思うんですけどね。まあ、意見ですけ

ども。 

はい、どうぞ。 

関連してます。今、言われたエリアメールは、携帯会社がエリアメール

で、津市で防災メールっていうのを出されてるっていうのを私たち学習会

で学んで、それ登録したんですけれども、全員が持ってるとは限らないし、

高齢の方がこれは活用できるかって言ったら、活用は難しいと思いますけ

れども、でもこれもうちょっとピーアールしていただいたら、一番身近な

情報が早く来るので、この部分をその行き届かない方々にはどう伝えたら

いいかっていう部分を考えるべきかなあというふうに思います。 

市といたしましては、一応スピーカーの方向とか、ボリュームで調整は

させていただいたんです。なかなかそれでは、思うような伝達ができない

ということがありますので、先ほど言われましたエリアメールの他にです

ね、市の方では、ファックスの配信とか、電話の応答をしたりとかをやっ

ておりますので、またそちらの方ご活用いただきたいのと、やっぱりテレ

ビのテロップですね、ああいうので確認をいただいて、行動していただく

というふうなことをお願いしたいと考えております。 

災害、一番大事な怖いことですので、あれですけども他にもございまし

たら。はい、どうぞ。 

獣害の方でいいですか。ここには、農業政策のところの獣害というふう

になってますけれども、地域のところでは、今シーズン私が３回ぐらい目

撃した、明合団地ですが、実際は物置の屋根もちょっと壊れましたし、近

隣でもいくつか被害があったというところと、それからつい最近は、子ど

もたちの下校時に大きな猿が出てきたからということで、私たち見守り隊

と教頭先生とで引率して帰ったということなんですね。これから先、減っ

ていくということは絶対ないと思いますし、団地の回覧版では、出没した

ら支所に連絡してくださいとかっていうふうには回るんですけれども、電

話してじゃあずっとそこに滞在しているかって言ったら、滞在はしてませ

んよね。根本的に対策っていうのは難しいと思いますけれども、何かこう、

自分たちで守る部分とか、その有効な撃退方法っていうのが考えられたら

いいかなと思いますし、突飛なことで考えたら、これを逆手にとって何か
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石見議長 

中川委員 

 

 

 

 

 

 

考えられないかなっていうふうな、まあ動物園ではないけども、何か全く

違う発想で考えていくと、みんなで知恵を出し合えばいいかなと思うんで

すけれども。もっともっと増えてくると思いますので。うちの団地のよう

な小さな菜園というか、プランター等でやってらっしゃる方もみえますけ

れども、他にはそんなに食べるものはないと思うのに、こんなに頻繁に出

没するっていうのは少し怖いかなと危険を感じますので、その辺の対策を

将来的に見越して知恵を出し合えればなというふうに思います。 

はい、どうぞ。 

芸濃町の方では、鹿を射殺すると１万円とか、猿を射殺すると２万円と

か、そういうあれで動いとるような話を聞くんですけれども、安濃町の方

もやっぱりそういう、 

同じでございます、はい。あの、猟友会の方がですね、申請していただ

いて、はい。 

はい、どうぞ。 

私、戸島ですが、今日ここへ来るまでに２つの猿の大群に出会ったんで

すが、鹿とか猪については一定の電気ショックによって７割ぐらい減った

んではないかと思いますが、猿は増えるばっかで、春夏秋冬の農作物とか、

もう最近は田畑にも潜入してきてます。ですから、猿は、支所長、何回子

ども産むのや、１年に。家の辺りは増えとるような感じがしましてね。猿

の被害についてはもう私ら往生してるんですが、あれは殺傷する、殺すっ

てことは出来やんものなんですかね。 

誰もようせんだけやろ。三代たたるとか言われるから。もう鹿はようけ

ね、あれしてますわね。 

これは全国的な問題として、真剣に政府も関わってやってかなきゃなら

ん問題と思いますが、安濃町でもまあ、猿の被害地域が３分の１ぐらいで

はないかと思うんですが、その辺をもうちょっと対応していかないと、戸

島の西興やあそこら辺の野菜は一切作れませんし、もうどうしようもない

現状ですわ。 

猿はこれだけの網やなしに、上も、天井もせんと。 

猿は賢くてね、うちらのとこ電気柵以外に金網の柵を作っている人ある

んですが、１５㎝角のところやと入ってくんですわ。１０㎝角やと入らな

いんですわ。あの金網ね。そして、私ところの東にもあるんですが、先子

どもを入れといて、ええ物を寄せてこっちへ持ってきて親が出して食べる

っていうのがもう、現実に見たことがあるんです。それともう一つは、金

網に木やそんなんを立てかけるんですわ。そしてそこからつとて登って入

っていくような、頭がいいですからね、そういうあれがありますから。も
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村主委員 

 

 

石見議長 

 

 

 

 

倉田委員 

 

 

 

 

 

村主委員 

倉田委員 

中川委員 

村主委員 

う全国的にこれは大きな問題やと思いますけど、ちょっとよっぽどしっか

り県とか国とで考え方を作ってもらわんと、どうしようもないのが現実で

すわ。あの、冬の野菜、今やとみかんとか、まあもう栗は済んでますけど、

みかんや大根を手掛けてますわ。それとみかんはもうすでにないんですが、

みかんでも種類があって、夏みかんとかそんなんをぐっと後にして、何も

なくなってから手掛けていくっていうのが猿のやり方なんですわ。私らも

中学校ぐらいまでには花札で遊んだことがあるんですが、よもやこの３０

年５０年経ってこんな時代が来るとは思ってもみませんでした。 

猿や猪や鹿の話もあれですけど、先だっては、風早池に熊が出たという

情報があって、これは自衛隊の人が二人が見つけたというので、間違いで

はないでしょうけども。そんなようなこと出てましたけども。 

最近の子は熊を見たことないもんで、熊なんかようわからん。ほんで今、

秋頃に熊が出る熊が出るって山沿いでは言うけどさ、あれはみんな、松茸

やキノコを採りに行かんように。そやっていうて入口にみんな熊発見って

言うたらね、山側の人言うとるもん。一般の人がそんなん求めて山に入る

もんで。そんな看板が出とる。 

だから安濃町の一つの支所として、３分の１はその範囲内に入りますか

ら、行政の方も一つ声高く県に対応してほしいと思います。 

猪や鹿の電気柵、あれはせやけどあんまりやるとね、今度は子どもたち

が危ないと思う。あれ人間にも来るでね。あれ触れると腰ぐらいまで電流

が流れる。感電。びっくるするぐらい来る。 

自然界の動物と共存していくのも人間かもわからんけども、人間自身が

かなりの色んな形で被害を被っとるというのもねえ。これは安濃町だけや

なしに、もっとひどいところもあったりもするやろで、そういうところも

含めて津市全体として考えて、それかといって津市で追っ払ったら、どっ

かよそ行って。 

僕もよく安濃町の支所で花火ですか、頂いて行くんですけど、打った時

逃げるだけで、本当に効果がないということで、花火を頂いていきながら、

無意味やなと思ってもらっていくんですけど、もっと何かええものを貸し

与えるとか、そういうのはないのか。もう猿が慣れたでか、傍におっても

逃げないんですわ。もうへっちゃらでみかんでも食べて。もう本当に人間

馬鹿にしとんのかなと思うぐらい。 

今日も午前中大塚で猿見ました。１０匹ぐらい。 

どんとおる。３０匹ぐらい団体組んどる、あれ組んどる。 

大豆を刈った後があってね、豆を食べにくるんですわ。 

田んぼ行きゃええのにね、今大豆がようけ落ちとると思う。コンバイン
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中川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で刈っとんの。あんな大豆どっと落ちとると思う。 

せやけどもう、ほとんど畑するのを辞めて行きましたわ。作っても猿に

いかれる言うて。初めは網張って色々されてみえたけど、もうそれでも今

言われたように子どもを先に入れて、それで物を捕るとか言うて、もうこ

れはあかんいうので、ほとんどもう畑作んのを辞めてこられたね。 

安濃橋のね、下の方に、安濃橋の右岸側、下の方、堤外地の山の方、あ

そこに鹿がおるんですわ。 

鹿は安濃川どっとおるに。 

代かきしとると歩きだす。田植えしだすとまたそこを歩いとる。足跡が

ある。どこにおるかようわからんけどね、地元の人がいっぺん夜中見張っ

とったら本当に鹿がおった。 

荒木橋の下でよう歩いとる。安濃川どっとおるに。夜行ったら目が光る

でいっぺんにわかる。 

ハンターの人全然おらんね。今やってもええんやけどね。来てもらわな。 

まあ確かにこの獣害対策についてはですね、これという決め手の対策が

ないものですから、行政としても困っておるわけでございますけれども、

今まではですね、例えば農地を守るとか農作物を守るための獣害対策とい

うのを、電柵、今のお話のように網を張ったり、電柵したりということで

守ってきたんですけれども、最近はまさにおっしゃられるように住宅街に

ですね、そういうふうな出没があるということで、まあ何とかですね、こ

れは対策を考えやなあかんなということで、これも非常に大切な問題です

ので、これからのまちづくりの中でですね、当然これは要望としてあげて

いきたいなというふうに考えております。 

どうぞ。 

次の農業施策についてのことで、私の意見を、この話聞かせてほしいん

ですが、ＴＰＰがまだ始まっているのか、もうだんだん審議が進んどんの

か知りませんが、安濃町の第１次産業であるのが米作、農業政策なんです

が、米の価格もＴＰＰが入りますと半値ぐらいになるんではないかと言わ

れてます。まあそこで回りを見渡すと畔なんかは随分きれいになって、し

かしいざ生産するようになってくると、価格なんかが来年の米価について

はめちゃめちゃに下がるんじゃないかと言われてます。まあそのことに関

してなんですが、私が思うのは基盤整備をして４０年ぐらいになるんです

が、何て言うんですか、水田の地目変更なんかが出来ない状況に置いてあ

ります。というのは、地目変更等々をするには、一反当たり２０万から３

０万円ぐらいの違約金がいるということで、どっちも向いていかないよう

な難しい状況になるんではないかと思います。一時、太陽光が話題にされ
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中川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たことあるんですが、白塚から津関線でコンビニだけで１０件ぐらい新し

く出来てます。それだけ農業じゃなくて、生活の形態が変わってきたので

はないかと思うんですが、農業施策の中で、特にその一反当たり２０万の

違約金を取られてまで、次の産業に取り組むものはないんじゃないかと思

うんですが、まあその辺皆さん方は農家の人もみえると思うんですけど、

どう思われますかね。 

今、農地の地目変更を含めて活用ですね、そういうようなことについて

ご意見。 

平井委員さん、専門です。 

農地転用の話っていうことになってきますので、まあ少し話させていた

だきます。農地転用するっていうのは、優良農地を守るという観点があり

ますので、おいそれとはまあできないと。農業委員会の許可がいるという

ふうになるわけです。もう一つ言われた中勢用水土地改良区の特別決済金

のことだと思うんですけども、これはあの、中勢用水土地改良区の特別決

済金を払わないと、今まで賦課しておったというか、建設にかかった金に

ついて回収ができなくなってしまいますので、それはまあ農地転用すると

特別決済金をいただきますわということになってくると思うんですけど

も、これを中勢用水土地改良区の方へ取らんようにしてくれ、もっとまけ

てくれというのは、言うてええのかどうかその辺はちょっとわかりません

けれども、その辺は中勢用水土地改良区の総代さんですか、その辺へ意見

を述べていただいたらと思います。まあ、優良農地を守るという観点があ

りますので、安濃町の農業を非常に大事にしてかないかん中で、優良農地

は守っていきたいとこんなふうに思っておりますのでよろしくお願いしま

す。 

詳しい方ですので。 

ありがとうございました。 

一時、太陽光発電の施設のことで、それぞれが家で電話を受けたり色々

なところで聞いてみえると思うんですが、今ちょっと太陽光発電が頓挫し

かけてますが、戸島にも優良の地以外の地、場所が２～３町バラバラにあ

るんですが、サンクスっていうところが１反１０万円で貸してくれんかっ

ていう一つの話も最近聞かれてます。まあせやけど最近ここひと月ぐらい

の間に選挙等々で原子力の方に力を入れてて、太陽光発電が影になってい

くような感じがしてなりませんけど、そういうこともあって、農地以外の

目的で使えれば一番いいんですが、コンビニに売るとかいろいろなことも

あると思うんですが、なかなかその辺が今後農業地域に対しては大きな課

題やと思います。まあ中勢用水は、これは政府の政策でしょうから、その
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石見議長 
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辺国に対して働きかけていかないと農業が壊滅するんではないかと思いま

す。 

地目変更して、太陽光発電用施設を作るという。 

いやいやそこまでは。 

百姓の人が。 

そりゃ、１反分１０万円で借りてくれりゃ、米作っとるより太陽光発電

をしとる方がいいぐらいですわ。難しい時代ですな。 

元とろかなと思たときに機械が故障してきて、また新しい設備にせんな

らん。それこそ維持管理にもどうか、金がかかる。田で元とった方がええ

んやな。 

ちょっと飛びましたけども、小中一貫教育についてというので、皆さん

のご意見をいただくようなことできますか。災害から農業でちょっと飛ん

だもんで。一つ抜けてったけどよろしいでしょうか。何か皆さんご意見。

小中一貫教育っていうは、安濃町もそのような方向へ、皆さんご存知のよ

うに、美里町はもう一貫教育に踏み切りましたですね。芸濃町も、明小学

校を除いて芸濃小学校というので合同で、かつての椋本小学校で勉強しま

す。 

小中一貫て、中学校も小学校も 

そうです。中学校へ。 

一緒くたに教育をやるという。 

美里はそうですね。 

なんか、子どもの教育水準が上がるとか、頭が良くなるとかそういうこ

とですか。ただ予算の関係で一貫にしてしまうの。 

幼稚園から小学校へ、小学校から中学校へ入ったときに、１年生の子ど

もたちが、まあ一つの学校が変わるわけですので、システムが変わるので

ショックを受けるので、そういうようなショックがなくなるようなってい

うので、そういうような部分もあったりもするらしいんです。 

ただそれだけ。そんな色んな一貫にせんでもいいと思いますけどね。今

の体制で。 

美里はせやで新しく校舎を建てるんですかな。 

田舎行くと２、３人の素朴な学校があるけど、あんなんええと思うんや

けどな。みんな集めて一緒くたに、一連にさあ、幼稚園、小学校、中学校。 

要するに人数が減ってくるからでしょうねえ。 

児童数が少なくなってきたということもありますね。 

一つはですね、小学校から中学校へ移るときに、どうしても落ちこぼれ

る子どもが結構いると、教育の水準がポンと上がるもので、その辺の格差
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をなめらかにするためには小中一貫教育をしていくということです。 

まあ、家庭の問題もあるやろけどね。落ちこぼれ。先生の対応は一体ど

うなっとんのですやろ、小学校の教諭、中学校の教諭、幼稚園。小学校の

先生になった子が小学校教えるのかな。 

幼稚園はもう今、明合と草生が一部もう一緒にやっとるんですわ。この

９月からかな。明合と草生が。 

合同になって。 

一つで、ええ、やっとるんですわ。 

明合でそれをやっとんの？ 

今現在が明合におるんのかな。 

先生の対応はどうなるんですか。一貫教育にして。小学校の教諭で採用

された先生、中学校で採用された、幼稚園で採用された。 

教員それはねえ、免許証は両方とも持っとる人がほとんどですので、小

中は。幼稚園は別ですけども。 

ちょっと参考になんですけれども、津市内の小中一貫教育は、２６年度

よりスタートしたということで、東観中学校区は２９年度からの一貫教育

に向けて今準備を行っておるということで、現在のところ小学校４校です

けれども、これについては当分の間このままでいくであろうという方針ら

しいですけど、まだ細かくは決まってないということになっております。 

例えば安濃町の場合やったら、４つの小学校が全部一緒になって、東観

中学校というのじゃなくって、草生が東観中学校と、村主が東観中学校と

いうような形で、ある程度スムーズに学校の移動ができるようにというそ

ういうようなつもりでしょうから。 

今、美里がやっているのが、同じ敷地で。 

美里は一つになるわけやな。 

一つになって一貫教育ということですけど。 

小中一貫。 

小中一貫です。で、東観の場合はそこまではまだ、そうなるのか、各校

バラバラ４つのままで、一貫に行くのかっていうのはまだ決まっていない

ということです。 

一志町で波瀬と大井とそれからもう一つ、高岡、３つの小学校が一緒に

なっとるんですてな。ここらは中学校とのあれはないわけ。 

何ら、今後あれはするでしょうけど、まずは小学校の。 

あれは統合でしたかね。 

統合ですね。今後、全体としてやっぱり中学校との関わりは、小中の関

わりは、なめらかになるような色んな方向がとられると思います。 
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まあ、そんな流れやでもう仕方がない。 

合併とそれとはちょっと違うわけですね。一貫とは違うわけですよね。 

小中一貫ではない。安濃町の場合はね。そういうようなことではない。

ただし色んな交流を深めていくということは、一貫の方向へ向けての深め

方になるでしょうね。これは文部省全体が小学校と中学校の交流を深めて

いきなさいという方向に進んでいると思いますので。はいどうぞ。 

私、前々から言わさせていただいておりますのは、草生幼稚園と明合幼

稚園が合同保育、先を見ていくと草生幼稚園は廃園になるのかなと。それ

がまたひいては草生小学校についても同じようなことが言えへんのかな

と。それは草生のみならず、その次はどの辺へ行くのかなと思うと草生と

明合がくっつくとその次は村主あたりがターゲットになってかへんかなと

いう気がするわけです。その先をこう考えて、私は幼稚園から小学校、中

学校までの一貫教育、それも施設一体型を今のうちに提案と言いますか、

計画をしておいた方が、先ではスムーズになんのとちがうかなと。いざ小

学校が色々廃校になるとか、幼稚園が廃園になるとかていうふうになって

きますと、やっぱり今まで地域が馴染んできたものですから、非常にさみ

しい思いもするし、それなら一層のこと今のうちに東観中学校のあたりへ、

東観小学校、もう安濃、村主、明合、草生、もう４つ合わせたような小学

校を作って、その近くへ幼稚園も作ったらどうやろと、まあ保育園は保護

者が働きに行く観点がありますので、利便性が求められるで、そこまでは

難しいかなっていう気がするんですけども、そういうことで施設一体型の、

少なくとも小学校と中学校の一貫教育、おそらく今目指しておるのは、こ

のままいくと施設一体型ではなしに、小学校は現在４校ある中での小学校、

中学校の一貫教育、これに行くと思うんですね。それで特色ある教育とい

うふうなことになってきますと、例えば慶應幼稚園というのがありますね。

慶應幼稚園、慶應小学校もあるんですか、中学校も高校も大学もあるよう

ですけど、あの辺なんかでも、一貫教育で非常に特色を出しておるという

ふうなことも聞いております。ずいぶん昔、慶應幼稚園の入園の問題、接

したことありますけれども、全然解けませんでした。せやで、特色あるよ

うなそういう教育をするのではなしに、地域との関わりの中で、将来的に

安濃町の今の安濃の中心あたり、一番馴染んどる東観あたりでこう持って

くるのが、一体型の施設、学校、これを作るのがええことないかなと思っ

て、私はまあ考えておるわけですわ。そんなふうなことで、今一貫教育必

要ないやんかとこう言わんと、ちょっと先のこと考えていただくとありが

たいなとそんなふうに思いますので。 

そうせざるを得なくなってきてからするよりも、思い切ってその方向へ
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積極的に進んでったらどうやというのが、今平井さんのご意見だったと思

います。ただまあ、幼稚園の園児の場合は、私立がありますし、それから

保育園がありますので、園児数が少なくなってきたのは小学校の児童数が

減っていくのとはちょっと違いますので、今現在それぞれ草生も明合も村

主も安濃も一つの学校として充分成り立っていくだけの人数がおるわけで

すので、幼稚園の場合はそのちょっと人数が、草生幼稚園へ来る子、明合

幼稚園へ来る子も少なくなっただけで、これはまああの、小さい子どもた

ちの、小学校入る前の子どもたちの教育の体制がだいぶこういくつかの方

法があるもんで、そこの幼稚園へ来る児童数が減っとるという形になろう

かと思います。これは、そんなに遠い将来やなくして、日本全体が都市化

への集中なんかも含めて、やっぱり色んなこと考えていかなきゃならない

時代になろうかと思いますので、まあ、俺たちの時代はもう済んだと言わ

んと、先輩として色んな形でご指導いただければというふうなこと思いま

すので、また色々ご意見いただければと思います。他にご意見ございませ

んやろか。はい、どうぞ。 

津市に合併して９年になるんだそうですが、今、２８万なにがしの人口

なんですが、約１万ぐらいもうすでに津市としての人口は減ってます。そ

れまあ、三重テレビでしたけどね、してましたけど。そういうこともあっ

て、統合やそんなんもよろしいんやけど、例えば私とこの近くに安西小学

校があるんですが、あれが椋本小学校へ行って、小学校そのものが全くこ

こ４、５年空いてるんですわ。耐震なんかもして、２、３年後に合併した、

椋本小学校と合併したようなんですが、今一つここで提案したいことは、

先の話が出てましたように、転変地変で津波があったり色々して、津の人

の一旦避難所っていうのが、安西小学校であったり、学校のそういう所で

受け皿があったり、その辺より高いところ、海抜３０メートルぐらいのと

ころで安濃町としてもそういう施設を造ってやろかという一つのアドバル

ーンを上げて、安濃町も一つ安濃地域の名前もあげていく必要があるんで

はないかと思います。以上です。 

特に近いとこで安西小学校なんかは、モデル校として非常に立派な校舎

を建ててできた、何年か前には、それが今は子どもたちがいないわけです

ので。今後人口の変動もあるし、それから年齢による多い少ない、子ども

の低学年、小さい子どもの低年齢の子どもが少ないということもあるし、

まあ色んな状況が、社会的な変化があろうかと思いますけども、そういう

ふうなものも考えながら地域を盛り上げていくというふうなことを考えて

いかなならんので、なかなか難しいことになろうかと思いますけど、よろ

しくお願いします。他に、どうぞ。 
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観光の件なんですけれども、経ヶ峰を観光地としてピーアールしている

のはこの安濃町だけですか。市の観光課あたりはどう考えてみえるんです

かね。ちょっと不勉強で申し訳ないんですが、もしわかっとったら教えて

いただきたいんです。 

経ヶ峰マップということで、芸濃と安濃と美里のこの３つで地図とかパ

ンフレット作ってはやっておるんですけども、やっぱり一番メインになる

のは平尾のところからです。 

と言いますのはね、安濃町の人たちが経ヶ峰を大事にするってことはそ

の通りだと思いますし、観光地として売り出していこうというのもその通

りなんですが、これは安濃町だけの問題ではなくて、津市としての大きく

考えた場合の津市としての観光ととらまえていかないと、なかなかこれ、

口先で言うてるだけでは進展していかないと思うんですね。その辺をだか

ら市がどうとらまえていってるのか、観光課あたりはどうとらまえていっ

てるのかっていうふうなことがちょっと知りたいなあというふうに思いま

す。もう一点、今、平尾から登る道が先だっての台風で破損をしておりま

して、非常に登るのに不自由なんです。ですから、あれを早く観光として

取り上げている以上はですね、早く復旧していただかないことには、登る

人も登らなくなっていく、そうするとピーアールにもなっていかないとい

うふうに感じますので、あれは市単の事業で行くんですかね、なんかよう

わからんのですが、出来るだけ早く復旧をしていただきたいな、こんなふ

うに思ってます。 

今、災害復旧にかかっておるんですけれども、国の国災を受ける予定で、

平尾北浦線ですね、平尾の集落のちょっと北側になるんですけれど、国の

災害査定を受けましてですね、着手する予定でございましてですね、相当

大きな規模になってまいります。当然来年３月までのこの年度内にはです

ね、おそらく完成はしないだろうというふうに聞いておりましてですね、

来年の夏ぐらいまで、今年はかかるんとちがうかなというふうなことを、

まだ工事発注もしておりませんし、国の査定を受けた段階で、今そういう

ふうな段階やと思います。 

そういうふうにしたらどうしても、国の災害指定を受けた場合は、工事

が遅くなるんですねえ。市単の場合ですと早くなる。ところが市単の場合

はここにも自治会長さんたちの意見でありますように、地元が２割負担せ

んならんという、それが非常に大きなデメリットになってくるわけですね。

国の災害指定を受けると、５分ないし３分ぐらいでこうやってもらえると

ころをですね、２割持たんならんと、こりゃ大変。ところが、国になると

遅くなると。その辺をですね、何とかこう考えていっていただけるとあり
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がたいなあというふうに思うんですね。３年ほど前に、私たちが住んでる、

私とこの排水路が、６月の台風でいっぺん壊れまして、市でこれ市単でや

りましょうっていうことで、見積もりとってもらって１５０万でやりまし

ょうと、市単は１５０万が最高だからということで、次のまた８月にも台

風が来て、その直さんならんところが、また余計壊れたんですわ。９月に

なってもう一度台風来たもんで、また壊れて３回１年の間に壊れて、市単

で１５０万でかなりのことしてもらえると思とったんが、ほとんどできな

くなってしまった。早くだから対応していただけると、余分なお金もいら

なくていいということにもなりますので、できるだけ災害復旧に関しては、

早く進めていただけるとありがたいなあというふうに思っています。 

災害復旧もですね、今おっしゃいましたように公共土木の災害復旧と農

林の災害復旧と、それから林道の災害復旧と３種類ございましてですね、

平尾北浦線については、公共土木の災害復旧で、復旧をしていただく予定

でおりましてですね、当然市道ですので、地元負担もいりませんし、全て

国費、一部市費を使いますけれども、ほとんどが国費で施工していただき

ます。農林の災害復旧につきましてはですね、農林の受益地が対象になっ

てきますので、やはり負担金、２割負担という負担金がかかってきます。

公共の方は、全ての方が利用されるということでですね、どこにどれだけ

負担金をかけるということができませんので、農林のように受益面積とか、

受益地が決まっておるところについては、その方にご負担をいただくとい

うことで、２割負担をさせていただいております。林道につきましてもほ

とんど、災害を受ければですね、公費で支出ができるということになって

おりますので、確かにね、よく利用されておる道ですし、本当に１日も早

く復旧をしてですね、観光として役立てたいと考えておりますので、よろ

いしくお願いします。 

農林の場合、１事業１年１５０万。 

それはまた、災害復旧とは違うやつですね。 

違うやつ。１５０万っていうのは、もっと上がらんのですかな。３，０

００万ぐらいに。市だけでできへんわね。 

そのね、限度額の話もね、実は自治会の中でございました。やっぱりそ

れをね、安濃に、割り当てていただいとる予算が、まあ例えば１，０００

万としますわね、その中で、自治会からの要望で、分けさせていただくん

ですけども、その１５０万を上げてしまうと、件数が少なければいいんで

すけれども、たくさんやっぱり要望がございましてですね、それを例えば、

４００万とか５００万とか１つの自治会に与えてしまいますとですね、後

がもうできやんということになりますので、一応本庁の方の指示でですね、
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１事業１５０万をということで、それを超える分については、次年度でと

いうことで、聞いておりますので、年度をまたぎますけれども。 

次年度へこう、何個かしてくんやったらそら縁切れるんやけども、１つ

のやつで何か直したい時に中途半端、１５０万でほんじゃどこまでできる。 

せやで、それもね、２年になったり３年になったりする場合もあります。 

延長があんのやったら、延長ここまで、ここまでとこうやりゃえんやけ

ど、１つの施設で１５０万、それだけでは直らん。そういう時でも１５０

万。 

そうそう。初めこれぐらいのあれやったんが、次これぐらいまで、こう

なっても１５０万です。だから他のところまで手回してもらえそうなとこ

は全部削られてしまってその部分だけ。 

地元がまあ２０パーセントは出したとしてもね、それしかあかん。 

事業費の１５０万の８掛けですので、１２０万しか市の費用は出ません。

３０万は地元負担というか。 

まあ地元でね。 

それはそれでしょうがないとして。 

それはしょうがないけどね。もとの１５０万が何とかならんかな。大元

のここへ充てられる金ね。これがもうちょっと何とかならんかな。 

ああ、それはね。それはもう当然、要望してかなあかんと思います。 

その辺をね、もう少し広げてもらえると支所長さんもやりやすいやろな

あと。 

起動力を、機敏に動こと思うと。 

今、経ヶ峰が安濃町のまちづくりの中でどのぐらいのウエイトを占めと

るんですか。お金も含めて、市からもうとる金も含めて。 

経ヶ峰にかける予算ですか。特に大きな予算はついていませんですわ。

経ヶ峰ハイキング毎年しとる予算とかですね。林道の修繕とかですね。 

毎年登れるわけやなくてね、色々災害とか雨があったり。 

今年は、例の台風の影響で直前になってから登れない。 

災害でね、中止になりました。 

そしたらこちらの平尾の方から登るのは特に悪かったようですけども、

美里の方もようけくずれとったそうですわ。 

そうですね。 

芸濃はちょっと僕わからんですけども。そういうようなこと考えるとい

わゆるハイキングコースというか登山コースは、ようけあちこちで、トラ

ブルがおこっとるみたいで、今まで、芸濃安濃美里の北部エリアっていう

か、そのあれで経ヶ峰ハイキングを計画してもらってて多い時はかなりの
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人数がおいでたけど、だんだん少なくなってきとるんですけども、それは

その３地区での協力体制で、特に安濃町が中心になって、安濃町のスポー

ツクラブや支所の方たちが中心になって計画してもらってるんですわ。今

年は計画ができとってできなかったということなんですけども。 

ロープウェイでもかけてもらわなあかんな。ロープウェイで。安濃のコ

ースっていうのは、あれですか。途中から津の市街地が見えないんですか。

登山途中で。 

見えるとこもありますけどね。 

少ない？ 

少ないですね。 

美里はだいぶとあるみたいやね。 

美里もそんなにないです。 

ないですね。 

ないんですか。じゃあ、もうロープウェイしかないな。 

経ヶ峰、まわりが人工林が多いですからね、木が大きくなってきたら、

もうちょっと。ごく一部のところだけ、コースによっては途中で見晴らし

がいいところがあったりするんですけども。全体的には見晴らしは。その

かわり上へ上がった時の喜びが大きいですわ。 

なるほど。 

観光で何かやってこと思ったらやっぱり、地元へも小銭を落としてもら

わんと。そんなん、みんな山登りの好きな人が。 

せいぜいお風呂ですわ。 

趣味で登っとるだけで、どえらい人数がおるんやけど、地元へ何かおと

してもらったら。経ヶ峰は何にも開発せんと、今の山道残しとくだけで上

等やと思う。手かけたらあかん。自然がね、荒れてしまう。 

どのぐらい登るんですか、経ヶ峰は。 

統計的にはとってないですけれどねえ。登った時に登山日記とかあんな

んちょっと見てみますとね、かなりの方が登ってみえるようですけどね。 

ただ、もう最終的には、頂上まで車で登れるようにならんと、やっぱり

今の状態やと、おじいちゃんとかおばあちゃん、そこらもう全然上まで登

れませんわね、ある程度の年になると。やっぱり車で経ヶ峰登って上から

景色か眺めよかとかいうことで、車が上まで登れるようになると、そうい

う高年齢の人でも、気楽に登れるということで、最後はもう上までやっぱ

り車で上がれる道路、それをつけてもうた方がええんちゃうかなあと。 

いや、そんなんつけるより、昔のままの、例えば杉の木があったとかね、

山での生活の勉強ができるようにして。 
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いや、せやで歩道の面はのけても、別にまた一車線引いてどっちえらん

でも自由やない。 

まあね、これ観光についての一部、話になっとるんですが、安濃町にと

っては、活性化した安濃町をどうしてしたらいいかていうのが一つのまち

づくりの一つの演題やと思うんですが、今までだいぶ進めてきて、行政と

しては、これええなというところがないですかね。 

観光ですか。 

観光でも、例えば美里やったら、私第１回の時のまちづくりのあれの時

に、美里のあれを聞きに行ったことがあるんですが、もうとにかく２回目

ぐらいからは、コンビニを作れっていうことが徹底的な話として、最終的

にはコンビニがもうできたようですけど、今は美里は劇団ができたりね、

ええ劇団が入ってますわ。福田組の倉庫の中でね、これは東京の人やと思

うんですが、私もいっぺん２，０００円で見に行ったんです。それとか、

南長野のイルミネーションとかね、すごくそういう活力のある活動をして

ますが、安濃町はそういう芽はないですか。 

その美里さんはですね、美里全体で取り組んどる事業ではたぶんそれは

ないと思うんですわ。イルミネーションにしてもね、 

イルミネーションにしても、２０人ぐらいが携わっとると思うんですね。 

そういうふうな事業をするとこには、当然補助金とかは出とると思うん

ですけれども、市がしとる事業ではたぶんないと思うんですけれど。安濃

は、芸濃は芸濃クリスマスイベントとかですね、美里はそのイルミネーシ

ョンとか、ありますけども、安濃は何にもないやないかと言われるんです

けど、安濃は夏祭りですね、夏の花火ですね、あれに相当の費用を出して

おります。あれ６００万でしたかね、補助金を出しておりまして、夏は安

濃の花火ということでそれを売りに、頑張っておるわけでございますけれ

ども、当然、商工会なり実行委員さんも、一生懸命寄付も募ってですね、

事業を毎年推進していただいております。 

何とか安濃町にももっと活力のある一つの、そういうものをまちづくり

の中でできやんもんかなとか、日ごろ私も考えとったんですけどなかなか。 

いい意見がございましたら、審議会の方から出していただいたらまた、

検討させていただきますんで。 

いい意見を、経ヶ峰にロープウェイぐらいのことで。 

今の長野峠から芸濃の錫杖湖まで、ええ道路つけてますわね、あれ。長

野峠のトンネルの手前から。 

県です、県です。県単です。 

あれを経ヶ峰の方へちょっと引き込むとか、そういう方向へ。 
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いや、まあそれがええのかどうかちょっと、ねえ。 

比較的近くはなりますね。経ヶ峰のあの道路から経ヶ峰へ、比較的短く

なるんですけど、道路はつかんでしょうね。 

ええ道路ついてますに、本当にまあ。頂上ずーっと、つけてますわ。 

だいぶ以前にねえ、ここが安濃町時代の時にそんな計画も聞いたことあ

りました。せやけどまだまだ先の話です。 

せやけど、あれも一旦こう降りて上がらなあかん、ちょっと難儀は難儀

やと思います、あのコースはね。せやけどある程度のところまでは車が行

けるっていうことは行けるんですけども。ただ、先ほどもちょっと言いま

したように、芸濃、美里、安濃が各地区から経ヶ峰ハイキングへのリーダ

ーっていうか、その人たちが集まって安濃の体育館で会議を持ってハイキ

ングの計画を練って、で、みなさんに呼びかけて、ポスターも作ってとい

うので行っとったわけですけど、来年はまた期待してもらうといいかと思

うんですけど、今年はそんなんでちょっとだめだったですけど、この人数

もかつては７００人ぐらいおった、登ったことなんですけども、上ではも

ういっぱいいっぱいやったですけども、最近では２００名、去年は一つそ

の日が変わったの、雨で、やったもんで特に人数が少なくなって１００人

をきったと思うんですけども。まあせやけども、何人かの人たちは、経ヶ

峰を登んのはここのコースが比較的登りやすいということで、たくさんの

方がみえることは、みえますけども。 

観光開発で、経ヶ峰の外観を変えてしまわんように、自然をもうこのま

まにしといてどうしても何か観光でつけるんなら、平尾あたりから、トン

ネルを経ヶ峰の真下へ掘ってって、そっからエレベーターで上げてくるて

いう、それも外観ね、景色損ねへんし。そんなん道路なんかつけたら、何

とも維持で、またそれが災害くったらまた災害申請して、そらいつ直すん

や、直らへんがって言わんならん。一番安全や。 

頂上から、３６０度見渡せるとかね。天気がええ時は富士山まで見える

んですから。 

ここはそういうふうにやろと思たらそんなんしかない。そらこれやると、

ちょっと日本探してもないと思う。こういう開発やってもうたら。それで

火山じゃないしね。火山じゃないで。 

それにしても、休憩所にノートが置いてあるんですけどね、そのノート

見ると安濃町の人の数、パラパラですわ。安濃町の人は、ほとんど少ない

ですわ。他の町村の人たちの方が多いですね。そこに書いて、遠いとこか

らみえたさかいに書いてかれんのかもわかりませんし、近いとこやから書

いてかれないかもわかりませんけども、安濃町の人探しとっても４、５ペ
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ージ探して一人見つかるか見つからんぐらいやで。そのような程度で。ち

ょっと比較的地元の人がみなさんが、安濃町から登るていうのが、私も時々

登るんですけども、ちょっと少ないように思いますね。ええ山ですけどね

え。 

今もう登られる方は、僕何回登ったって言うて、ある程度限定されとる

ような感じですねえ。登られる人は５０回登ったとか何回登ったとか言う

て。 

１，０００回も２，０００回も登られた方、たくさんあるんですわ。と

ころが、一番登ってほしい、経ヶ峰の良さを知ってほしい安濃町の人は、

比較的少ないみたい。小学校の時に、中学校の時に登ったことがあるって

いうのはあるみたいですけどね。ある程度年齢が高くなってきて、健康づ

くりのためにっていうのには、ちょっとこう人数が、ちょっと距離的に、

ちょっとえらいかなあ。それでも、私らでも登れるんですからねえ、と思

いますけども。 

草生小学校では、毎年登っておりますのでね、１年生から６年生まで、

縦割り班でやって６年生の子が１年生の面倒をみるとか、そんな格好で１

年生の子でも上へやっぱり上がりますわ。私も一度付き添いで行ったこと

あるんですけども、１年生の子、こんなちっこい子が上まで上がってくん

かなと思て上がっとってもね、上がってきますわ。 

かえって大人の方が。美里も長野小学校の子もかつては登ってましたね。

それから、たくさんせやで、子どもたちは案外登るチャンスがあるわけで

すわ。大人の人がチャンスが少ないと思いますので、非常にこう途中まで

平尾の奥まで駐車場まで、あれ５合目ちょっと下かな、ぐらいまで車が行

きますので非常に登りやすいので、皆さんもどうぞぜひ、チャンス見つけ

て登ってください。上まで行くと本当にこう３６０度見渡せて、天気のえ

え日やと本当に素晴らしいです。 

エレベーターつけたら問題ない。 

自分が登っとるもんで、ぜひとも皆さんにピーアールさせてもうとる。 

安濃町としては、伊勢自動車道のインターと、中勢バイパスの線引きな

んかのところで、ちょっと失敗しましたね。地域の発展が全てではないと

思うんです。にぎやかになるのが全てではないかと思うんですが、取り残

された地域になるんじゃないかと思います。 

他に皆さん、はい、どうぞ。 

今日のこの会議と言いますか、この目的がいまいちはっきりと私、認知

してないんですけど、自治会と市長さんのお話のは、いかにもこれでみん

な検討せえとかいうような感じなんですけど、これはこれでいいんですけ
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ども、まちづくりってやっぱりソフトとハードと両面でですね、考えてい

かないとまちづくりには進まないと思うんですよ。これ、見てる限りはこ

の内容はすべてこれハード面のお話かと私は判断したんですけど、やはり

特には私自身も農業やってますのでね、農業問題っていうのは、この機会

あるごとに私話させてきていただいてるんですけども、農業とっていうの

は、やってることはハード的な面が多いんですけど、これからの農業って

言った時にも、これソフトを考えなくしてどうして農業政策と言えるんか

という部分が、たぶんあると思います。特にここは中山間地の部分が非常

に多いわけでして、だから今の獣害なんかのお話も当然含まれるんですけ

ども、農業経営というのをどういうふうにしてくかという、こういう話が

ちょこちょこっとは見え隠れしてるんですけども、こないだもまあ市から

の何かそういう指導と言いますか、何かそんなんで、君たち考えなさいと

いうお話が、実際してるんですけども、それがこの一つにここにもあがっ

てますけども、多面的機能支払い交付金事業ですか。こういう形で、何と

か農業を活性化しようというお話が最近多い。それで私どもこのまちづく

りの補助金いただいてますけど、集落の活動ということで、こういうとく

に農業関係の補修だとか草刈りだとか、そういう作業をやることによって

ですね、地域の連帯を深めようということで取り組んでますけども、実際

は、それは確かに一緒になって作業したりして、コミュニケーションもも

ちろん取れますし、そういう意味で農業に対する思い入れというのがです

ね、今までは非常に浅かったんですけど、この時期になって特に対象にな

ってるのは、中高年の人が対象になってるんですけども、色々と自分の人

生のことも考えたりですね、それから後の後継者のことも考えたりって、

そういう意味のですね、取り組みっていうのは非常に良くなってきとると

私は思います。以前よりはですね、無関心よりは、今、関心が深まってる

という意味合いで良くなってると思いますんで、そういう意味合いにおけ

る市の取り組みとして、こういう事業をですね、やはりもっと積極的にピ

ーアールして進めていただくということを一つお願いしときたいのと、そ

れから防災ですね。防災も、やはりソフト面での取り組みって非常に大事

かと思いますね。特にここのこの地域の災害と言いますのは、台風の災害

もありますけども、地震ですね。やっぱりこの前ありましたですけども、

直下型の地震っていうのは非常に怖いわけでしてですね、今の南海トラフ

とかああいう地震ももちろんですけども、地域的に非常にダメージが大き

いのは直下型地震だというようなお話も聞いてますので、それに対する取

り組みっていうのは、今はかなり遅れてるんじゃないかなと思いますわ。

本当にここに地震が起きるのかどうかっていうあたりのそういうピーアー
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ルも少ないですし、絶対起きないなら起きないでいいんですけど、テレビ

報道とか雑誌なんかを見ますと、ここもやはり布引山系の関係の直下型地

震の活断層があるっていうふうに、近いということになってますので、や

はりそういうふうなものに対しても取り組みと言いますか、心構えって言

いますかね、そういうふうな話も非常に大事かと思いますけども、それが

今の例えば避難所の、避難に対する計画をしっかりするとか、そういうこ

とももちろんあると思いますので、いわゆるソフト面の取り組みも力を入

れていただきたいなという思いでおりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

この前、こちらで防災訓練があったんですけれども、今までは津波を想

定した避難訓練とかいうのでやってましたんですけども、今回言われた布

引山系の直下型を想定した防災訓練ということで、中央公園の方でやらさ

せてもらいました。市の方としてもこの直下型を頭に入れながら計画の方

行っています。 

前田さん、よろしいでしょうか。非常に特にソフト面についての我々の

取り組みももっとしっかりとということで。他に皆さん、ご意見。はい、

どうぞ。 

あまり意見も、農業のこととかわからないもので、意見はないんですけ

れども、私は、芸術文化の方で安濃町の文化祭とかに貢献させてもらって

いるつもりでいるんですけれども、文化祭の観客っていうんですか。その

方が少ないので、自分たちが出る場合は、その関係者は観客として集客が

できるんですけど、それ以外の方は、あ、文化祭ってやっとんの？やって

ないの？みたいな感じで、運動会もだんだん少なくなってきてるようなこ

ともお聞きしますけれども、文化祭の方もみんなで協力して文化の面でも

見るなりまた参加するなり、みなさんがまとまってやっていっていただけ

たらというふうに思っておりますので、文化の方もよろしくお願いします。 

はい、ありがとうございます。文化祭につきましてはですね、市も芸術

文化協会の方に委託をいたしまして、毎年開催をしていただいとるわけで

ございます。特にやはりお客さんが少ないというのは、やはりピーアール

不足かなというふうに思うわけでございましてですね、もう少し活動を皆

さんに知っていただくということで、しっかりとね、ピーアールをしてい

きたいというふうに考えておりますので、はい。よろしくお願いいたしま

す。 

特に体育祭、スポーツの方は体育祭の方があったりするわけですけども、

文化や芸術の方なんかは、文化祭っていうのがある。それと同じぐらいの

にぎやかさがあってもいいんやないかと思いますけども。特に今年はサン
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ヒルズで、両方一緒にしてもうたんかな。 

そうですね。 

非常にたくさんの方に見てもらったっていうこと聞いてますけども。そ

ういうふうなことしながら、全体として体の鍛えもあれやし、精神的な頭

の鍛え、心の鍛えもぜひあれしてもらいますように。どうぞ、上村支所長。 

前田委員さんの方から、これからの農業問題についてお話をいただいた

んですけれども、安濃のこの地域としてですね、農業離れが進んで行く中

でですね、当然米価が安いということもあると思うんですけれども、担い

手を育てていくとかですね、そういうふうな地域の団体を育てていくとか

いう方法があるんですけれども、前田委員さんはどのような方向で進めて

いけばいいと思われますか。 

私個人的な感触強くて申し訳ないんですけど、今自分ところで田んぼを

持っているというのに対して、一つはやっぱり全く愛着がないという人は

少ないですわ。ただ、我々の年代になりますと、親がやっとったから、自

分たちあまり農業に関わらなかったという人が結構多くてですね、この年

になってから、さあ暇はできたわ、体を動かしとかんと健康にも悪いわと

か、そういうことで、そういう意味で農業をやるということがですね、若

い時には苦になっとったんですけど、今やろかっていうたら結構ボランテ

ィア的なやり方なんですけども、結構出てきてくれてですね、一緒に汗流

してお茶を飲んで話をするという、そういうコミュニケーションの形って

いうの、今まであんまりなかったんですけど、我々同じ地区としましては

３年目きとるんですけど、だんだんとそれは深まってきてるというふうに

思います。 

それはやっぱり、その営農組織か何かを立ち上げられて、そこに参加さ

れる方が増えてきたという。 

いや、そうじゃなくて、自分たちの農地を守る、例えば草がたくさん生

えてきて、虫が飛んできて田んぼに害虫が増えてきたとか、そういうふう

なのをやめるために草をしっかり刈ろうとか、それとか、水路がちょっと

傷んできたので水で苦労するようになってきたと、そのためにみんな出合

ってその水路を直そうとか、いわゆる昔の農業っていうか、百姓って言い

ますかね、百姓さんが取り組んでいるそういう思いがわりとできてるって

いうか、精神的に余裕があるからそうなんかもしれませんですけども、そ

ういう状況になってきとるわけです。ただ、問題は今この活動を通じて多

面的機能の支払いだとか、そういう話がだんだん出てきましてですね、そ

の中にその次として、あんたたち農業をどういうふうに考えてるか、作文

でもええから教えてくれよというような何かありましてですね、そこでみ
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んなで頭をひねったんですけど、そこまで行くとなかなかその意見がまと

まらないって言いますかね、多いのは担い手に任しゃそれで楽できるやな

いかと、せっかく我々が今の土地にそういう思い入れがあってやり始めと

んのに、後担い手に任しゃええということになると、物を作るというもの

に対してのですね、そういう思い入れがだんだんと薄れてくるんじゃない

かと、だからまた戻ってくよという話があったりですね、それともいやい

や会社かなんかにね、任してそこに自分たちは雇ってもらって稲作の労働

で対価をもらうとか、草刈りをして対価をもらうとか、そういうふうな形

でもいいんじゃないかと。ただそうなってきた場合には、稲作というその

今までの固定観念はある程度捨てないと、他のもっと儲かる、もちろん会

社経営的に考えたら、もっと儲かる物を作らないとだめなんで、これは会

社だけじゃなくてね、他の形態にしましても、自分たちが例えば会社を作

ってそういう農業の組織を作ってやろうとしても、やっぱり米だけではだ

めだから麦も作るか、何とかと他の物も当然考えてくと思うんですよ。だ

からそういうふうな考え方が今まではともすると疎かになって、いい加減

と言いますかね、無関心と言いますか、それがちょっとこれではあかんぞ

っていうふうなのが、今の活動に取り組んだ成果として私は評価できると

いうふうに思ってるんですけど。まだ、これも非常に、どっち向くかわか

らんような話で、我々としては、どうしたらいいかなあっていうんですけ

ど、それだけに頭をちょっと悩ますだけでも、非常にいい刺激になってま

すわ。でも、これからもちろんこれ自分たちの思いだけではいかん話で、

市の方も含めてですね、構想を描いてってその地域にあった、そういう農

業っていうのをやっぱりやってくっていうのは、これもう食べ物が、我々

が放棄したらどうなるかわからんわけですね。米だけは余ってるけど、他

の食べ物全部輸入ですから、そういうところから言って、あるいはそうい

う災害が起きた時にはどうなるかとかいうことも考えますと、食べ物って

いうのは疎かにしてはいかんなと、畑なんかでもちょっと年のくった人は

一生懸命、８０でも９０でも畑やっていらっしゃいますけど、５、６０の

人で畑しとる人は少ないんですよ。畑って言ったら自給自足ですから、一

番確実な方法だと思うんですけど、そういうところも見直してですね、全

体として時代に合ったやり方、それから一番問題なのは少子高齢化ですけ

ど、跡継ぎの問題を、一人でも跡を継いでもらえるようなというふうな進

んだ農業にするというのが我々の責務かなというような、そんな話も出た

りしてわいわいがやがややってるんですけど。 

ありがとうございます。 

よろしいですか。皆さん２時間にわたって色んなご意見を賜りましたけ
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どもよろしいでしょうか、後。よろしいでしょうか。それでは、皆さんか

ら非常にこう多岐にわたって非常に貴重なご意見をいただきました。この

いただいたご意見、ご提言について取りまとめを行い、意見書を作成して

参りたいと思います。そこで、意見書の作成について皆様にお諮りしたい

と思います。本日委員の皆様からいただいたご意見を含めて、事務局で取

りまとめ、皆様に送付させていただきます。それに対してまたご意見等を

伺いまして、改めて事務局で取りまとめを行い、最終的に意見書を作成さ

せていただきたいと思います。この最終的な意見書の作成につきましては、

会長と小林副会長さんに一任していただけませんでしょうか。なお、作成

した意見書につきましては、市の方へ提出する前に委員の皆様のお宅の方

へお送りさせていただきますので、その点についてご了承いただければと

思いますが、いかがでしょうか。 

異議なし 

ありがとうございます。それでは、私と副会長の小林先生と事務局の皆

さんで取りまとめさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

次、事務局の方から何か。 

特にありません。 

ございませんか？よろしいでしょうか。それでは本日の会議、このあた

りで終了させていただきたいと思います。長い間ご意見賜りましてありが

とうございました。最後に支所長の方からご意見を。 

どうもありがとうございました。閉会にあたりまして一言お礼を申し上

げたいと思います。本日は終始熱心にご審議いただきまして、本当にあり

がとうございました。本日の審議会のご意見、ご提言につきましては、先

ほど会長さんからもお話がございましたように、会長、副会長さんでおま

とめをいただきまして、また委員の皆様にお示しをさせていただくという

ことでお願いをしたいと思います。また、冒頭に篠原委員さんからもござ

いましたように、回答もぜひということでございますので、回答がわかる

範囲でまたご連絡をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願い

をいたします。今年も残すところあとわずかとなりました。どうぞお体に

は十分ご留意いただきまして、良いお年をお迎えいただきたいというふう

に思います。本日は長時間にわたりましてどうもありがとうございました。  

どうもご苦労様でございました。ありがとうございました。 

 

 

 

 


